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平
成
二
十
七
年
度
 
第
一
・
四
半
期
 

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室
（
事
務
局
報
告
）
 

 
個
別
相
談
 
 
 
二
 
件
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
登
校
拒
否
 
０
件
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
い
じ
め
 
 
０
件
 

 
①
登
校
前
に
、
体
調
が
悪
く
な
る
。
 

 
②
友
達
が
出
来
な
い
。
 

 
③
継
続
的
に
、
暴
力
を
受
け
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
そ
の
他
 
 
２
件
 

 
Ｈ
Ｐ
相
談
件
数
 
 
０
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心
の
こ
り
を
ほ
ぐ
す
（
連
載
）
 

上
手
に
休
養
す
る
た
め
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
温
泉
で
、
体
と
心
の
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
」
 

温
泉
で
こ
っ
た
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
 

古
来
「
湯
治
」
と
言
っ
て
、
か
ら
だ
の
不
調
や
病
気
が
あ
る
と
７

温
泉
を
利
用
す
る
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
最
近
で
は
、
各
地
に
ク
ア
ハ
ウ
ス
（
健
康
増
進
施
設
）
が
設
置

さ
れ
、
ま
す
ま
す
健
康
づ
く
り
に
効
果
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
き
な
湯
船
で
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
に
つ
か
れ
ば
、
筋
肉
が
ほ
ぐ

れ
、
血
の
巡
り
も
よ
く
な
り
ま
す
。
 

 
ま
た
、
ふ
だ
ん
の
喧
騒
か
ら
離
れ
、
温
泉
地
な
ら
で
は
の
雰

囲
気
や
自
然
の
豊
か
な
環
境
に
身
多
置
く
こ
と
で
心
身
の
リ

ラ
ッ
ク
ス
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

平
成
二
十
七
年
度
 
第
一
・
四
半
期
 

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 
理
事
会
 

第
４
８
回
理
事
会
 

 
日
時
 
平
成
二
十
七
年
五
月
十
七
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
０
：
３
０
～
１
３
：
３
０
 

 
場
所
 
台
東
区
東
上
野
３
・
２
４
・
６
 
 

 
 
 
 
東
上
野
区
民
館
 
４
Ｆ
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
０
１
集
会
室
 
 
 
 

 
審
議
事
項
 

 
 
一
合
同
練
習
会
・
合
同
研
修
会
・
合
宿
実
施
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確
認
の
件
 

 
 
二
他
武
道
参
戦
、
護
身
武
道
演
武
会
実
施
要
項
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確
認
の
件
 

 
 
三
講
座
開
設
に
伴
う
基
本
実
施
要
項
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確
認
の
件
 

 
 
四
支
部
開
設
、
宣
伝
活
動
 
 
 
 
 
 

確
認
の
件
 

 
 

五
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確
認
事
項
 

平
成
二
十
七
年
度
 
第
一
・
四
半
期
 

護
身
武
道
武
道
研
究
会
 

 
 
 
〈
ス
キ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み
・
研
究
機
関
〉
 

※
気
合
せ
の
実
践
指
導
 

①
縦
迎
え
・
・
合
谷
（
ア
イ
ヤ
）
の
一
点
に
力
が
集
中
す
る
よ
う

に
（
肩
・
肘
・
手
首
の
三
角
形
を
崩
さ
ぬ
よ
う
）
力
を
送
り
、
脱

力
し
再
度
、
勁
力
を
送
り
、
真
下
に
落
と
し
込
み
、
（
更
に
、
三
里

に
反
対

手
を
添
え
、
真
下
に
来
る
よ
う
に
力
を
加
え
）
捌
く
。
 

・
投
げ
る
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
誘
導
す
る
こ
と
が
大
切

と
な
る
。
次
回
か
ら
、
個
別
解
説
を
掲
載
し
ま
す
。
 

ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
シ
ン
グ
・
・
・
・
連
続
掲
載
 

第
２
章
 
ア
イ
シ
ン
グ
の
科
学
 

２―

４
 
ア
イ
シ
ン
グ
の
生
理
学
④―

慢
性
的
な
痛
み
に
対
す
る
冷
却

効
果
練

④

習

の

前

後

に

有

効

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

 

慢
性
的
な
痛
み
が
あ
る
場
合
、
そ
の
部
位
へ
の
ア
イ
シ
ン
グ
は
、
ま
ず

練
習
や
試
合
の
前
に
行
え
ば
そ
の
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。
さ
ら
に
運
動

後
は
、
往
々
に
し
て
痛
み
に
伴
っ
て
起
こ
る
ス
パ
ズ
ム
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
再
び
ア
イ
シ
ン
グ
が
有
効
と
な
り
ま
す
。
ま
た
炎
症
が
ひ
ど
く

な
る
の
を
防
ぐ
効
果
も
あ
り
ま
す
。
 

慢
性
的
な
痛
み
に
対
し
す
る
ア
イ
シ
ン
グ
の
場
合
は
、
「
冷
や
す
」
こ
と

を
単
独
で
用
い
る
の
み
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

⑤
け
が
を
治
す
の
に
は
、
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
・
・

 

こ
こ
で
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
ア
イ
シ
ン
グ
が
慢
性
的
な
け

が
で
生
じ
る
「
痛
み
ー
ス
パ
ズ
ム
」
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
け
が
を
根
本
解
決
す
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
く
ら
ア
イ
シ
ン
グ
を
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
痛
み
の
発
生
源
で
あ
る
損
傷
を
治
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
損
傷

部
位
に
対
す
る
治
療
は
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
全
く
別
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
十
分
理
解
し
、
ア
イ
シ
ン
グ
を
決
し
て
過

信
せ
ず
に
利
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

 

平
成
二
十
七
年
度
 
第
一
・
四
半
期
 

N

P

O

法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 
事
務
局

 

一
我
孫
子
市
生
涯
学
習
出
前
講
座
講
師
派
遣

 

出
向
者

 
講
師
 
舘
長
、
補
助
東
葛
道
場
・
中
野
英
樹
殿
 

参
加
者
 
１
５
名
（
男
２
名
、
女
１
２
名
）
６
０
歳
～
８
０
歳
 

 
日
時
平
成
２
７
年
６
月
９
日
（
火
）
９
：
４
０
～
１
１
：
４
０
 

 
場
所
 
我
孫
子
市
本
町
③
・
１
・
２
け
や
き
プ
ラ
ザ
８
階
 

 
※
市
民
１
２
４
号
 

 

 
 
人
に
優
し
く
、
力
を
技
で
の
「
気
合
せ
」
実
践
講
座

 

一
台
東
区
空
手
道
連
盟
・
・
審
判
講
習
会
出
向

 

 
日
時
 
平
成
２
７
年
６
月
２
１
日

 

 
出
向
者
 
瀧
井
師
範
、
笠
置
師
範
、
中
武
師
範

 

※
蹴
り
既
定
・
蹴
り
足
の
引
き
の
無
い
も
の
は
反
則

 

 
２
５
秒
攻
撃
無
し
は
反
則

 

 

 
 

 

 
 
 
 
道
場
だ
よ
り
 

平
成
二
十
七
年
度
 
第
一
・
四
半
期
 

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー
 

 
 
 
〈
身
技
体
の
向
上
、
訓
練
、
確
認
機
関
〉
 

第
５
６
回
理
事
会

 

 
日
時
 
平
成
二
十
七
年
五
月
十
七
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
４
：
０
０
～
１
７
：
０
０

 

 
場
所
 
台
東
区
東
上
野
３
・
２
４
・
６
 
 

 
 
 
 
東
上
野
区
民
館
 
４
Ｆ
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
０
１
集
会
室
 
 
 

 

 

研
修
内
容

 

 
 
・
有
段
者
科
目
確
認

 

 
 
・
出
席
有
段
者
科
目
練
習

 

 
 
・
護
身
武
道
・
気
合
せ
解
説
、
実
践

 

 
 
・
そ
の
他

 

 
 
 

   

 
上
野
道
場
 
 
 
 
 
 
瀧
井
師
範
 

場
所
 
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
 
上
野
小
学
校
体
育
館
 

練
習
日
時
 
毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～
２
０
：
１
０
 

 

上
野
道
場
は

4

月
に
新
た
に

6

年
に
進
級
し
た
大
関
達
也
君
、

根
本
拓
君
、
中
学
生
に
進
学
し
た
林
晃
一
君
み
ん
な
元
気
に
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
 
大
関
、
根
本
両
君
は

1

級
を
目
指
し
難
し

い
科
目
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
頑
張
り
練
習
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
で
は
ま
だ
大
変
な
科
目
で
す
が
、
一
歩
一
歩
練
習
し
て

い
ま
す
。
林
君
は
中
学
生
に
な
り
部
活
後
大
変
で
す
が
練
習
に

来
て
く
れ
ま
す
。
彼
は
、
科
目
の
修
得
は
速
く
、
今

4

級
の
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
近
々

4

級
の
審
査
を
行
う
予
定
で
す
。
 

 
大
人
で
も
科
目
の
修
得
は
た
い
へ
ん
で
す
が
、
子
供
達
に
し

て
は
更
に
級
が
上
が
る
と
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
子
供
の
う
ち

か
ら
や
っ
て
い
る
と
長
く
続
け
れ
ば
と
て
も
上
達
し
護
身
武
道

を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
、
と
必
ず
思
い
ま
す
か
ら
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
如
何
に
子
供
達
に
練
習
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
と

い
う
こ
と
が
、
課
題
だ
と
今
痛
切
に
お
も
い
ま
す
。
 
 
 
 
 
 

本
部
道
場
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
舘
 
長

 

場
所
 
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

 

練
習
日
時
 
毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～
２
１
：
０
０

 

※
三
級
審
査
 
平
成
２
７
年
６
月
２
９
日
合
格

 

 
大
崎
博
子
殿

 

 
本
部
で
の
練
習
は
、
各
種
講
座
に
お
け
る
方
法
や
、
内
容
の
実
践
を
行

い
、
次
に
つ
な
げ
る
準
備
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
型
と
し
て
、
杖

の
型
、
八
寸
ひ
し
ぎ
の
型
に
力
を
入
れ
た
い
ま
す
。
師
範
参
加
で
は
、
瀧

井
師
範
、
大
関
師
範
、
笠
置
師
範
が
主
に
集
ま
っ
て
研
究
会
も
お
こ
な
い

連
盟
の
ス
キ
ル
向
上
の
基
本
を
継
続
的
に
考
え
る
場
と
し
て
い
ま
す
。
 

 

参
段
に
向
け
て
、
高
橋
さ
ん
。
初
段
に
向
け
て
、
大
崎
さ
ん
。
 

共
に
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

武
道
と
し
て
の
審
査
の
価
値
観
は
、
 

技
の
上
手
を
審
査
る
も
の
で
は
あ

 

り
ま
せ
ん
、
心
身
の
練
磨
の
な
か

 

に
人
格
も
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の

 

で
す
。
昇
級
・
昇
段
審
査
の
判
断

 

は
、
指
導
に
あ
た
る
師
範
が
行
い
、
 

武
道
家
と
し
て
育
て
て
い
く
も
の

 

だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
 

  

平
成
二
十
七
年
度
 

 

 
平
成
二
十
七
年

 

 
八
月
二
十
三
日
（
日
）
 
特
別
合
同
練
習
会
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特
別
合
同
研
修
会

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
事
会
 

 

 
九
月
 
二
十
日
（
日
）
 
研
修
会
・
理
事
会

 

 
九
月
二
十
三
日
（
水
）
 
他
武
道
参
戦

 

 
十
一
月
二
十
二
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会

 

平
成
二
十
八
年

 

 
一
月
 
 
十
日(

日
）
 
護
身
武
道
演
武
会

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研
修
会
・
理
事
会

 

 
三
月
 
二
十
日
（
日
）
 
研
修
会
・
理
事
会

 

  

東
芝
府
中
教
室

 

 
 
 
 
 
 
 

 
大
関
師
範

 

 
連
絡
先

 

０
９
０
３
８
１
３
５
５
１
０

 

 

日
時
 
 
 
不
定
期
開
催

 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
上
野
本
部
道
場
の
大
関
で
す
。
 

梅
雨
の
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
 

 

現
在
上
野
本
部
道
場
年
少
部
で
は
、
台
東
区
空
手
道
選
手
権
大
会
に
向
け

て
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
他
武
道
参
戦
と
し
て
長
期
に
わ
た
り
出
場
し

て
お
り
ま
す
が
、
護
身
武
道
の
戦
い
方
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
瀧
井
先
生

の
分
か
り
易
く
熱
意
の
あ
る
指
導
の
も
と
、
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
般
の
部
に
お
き
ま
し
て
は
気
合
せ
を
繰
り
返
し
練
習
、
確
認
し
習
得
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
 

更
に
は
、
各
科
目
に
お
い
て
も
様
々
な
角
度
か
ら
再
確
認
を
し
て
技
の
精

度
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
短
期
で
達
成
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
自
分
自
身
を
更
に
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
出
来
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

 

最
近
私
は
、
科
目
を
練
習
し
て
い
た
当
時
を
思
い
起
こ
し
、
現
在
の
自
分

が
実
際
に
ど
の
く
ら
い
習
得
し
て
き
た
か
？
等
振

 

り
返
っ
て
い
ま
す
。
当
時
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
も

 

の
が
今
に
な
っ
て
、
な
る
ほ
ど
！
と
感
じ
る
こ
と

 

が
多
々
あ
り
ま
す
。
過
去
を
振
り
返
っ
て
ば
か
り

 

で
は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
自
身
を
成
長
さ

 

せ
る
為
に
、
時
に
は
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
か
ら
も
道
場
に
お
い
て
様
々
な
技
を
、
ひ
と

 

つ
ひ
と
つ
を
大
切
に
習
得
し
て
い
き
た
い
と
思

 

っ
て
い
ま
す
。
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ひ
た
ち
な
か
教
室
 
 
 
 
 
 
 
平
戸
師
範
 

 
連
絡
先
 
０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２
 
 

 
日
時
 
不
定
期
開
催
 

 
 
 

④
捌
き
技
・
・
斜
め
に
構
え
、
膝
等
を
折
る
こ
と
に
よ
り
大
き

く
捌
く
。
ぶ
つ
か
ら
な
い
た
め
に
身
体
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。
 

⑤
抜
き
技
・
・
脱
力
・
リ
ズ
ム
・
反
作
用
・
梃
子
の
仕
組
み
。
 

組
付
き
・
含
胸
抜
骨
と
は
？
 

⑥
逆
技
・
・
支
点
、
力
点
、
作
用
点
 

に
よ
り
、
技
で
か
け
る
。
 

⑦
突
き
蹴
り
に
伴
う
急
所
の
位
置
 

⑧
身
近
な
物
で
の
対
応
・
・
折
り
 

た
た
み
傘
に
よ
る
逆
技
 

挨
拶
・
・
終
了
 

※
中
野
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 

東
葛
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長
島
師
範
 

場
所
 
我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
 
我
孫
子
中
学
校
武
道
場
 
 

練
習
日
時
 
毎
週
水
曜
日
１
9
：
０
０
～
2
１
：
０
０
 
 

連
絡
先
０
９
０
８
０
５
７
３
１
０
８
 

５
月
２
７
日
に
、
小
林
館
長
に
審
査
を
お
願
い
し
て
、
三

級
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
館
長
教
室
も
、
や
っ
て
い
た
だ

き
普
段
や
ら
な
い
技
も
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
乱

捕
り
も
一
緒
に
や
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変
充
実
し
た
稽
古

に
な
り
ま
し
た
。
中
野
さ
ん
と
鈴
木
聡
崇
さ
ん
の

2

名
が

三
級
に
合
格
し
ま
し
た
。
中
野
さ
ん
は

 

大
変
熱
心
で
欠
席
す
る
こ
と
な
く
、
毎

 

回
、
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
鈴
木
聡
崇

 

さ
ん
は
部
活
と
両
立
さ
せ
て
頑
張
っ
て

 

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
二
人
で
黒
帯
を

 

め
ざ
し
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

         

世
田
谷
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笠
置
師
範
 

場
所
 
世
田
谷
区
給
田
３
・
１
４
・
７
 
給
田
地
区
会
館
 

練
習
日
時
 
毎
週
日
曜
日
 
 
１
９
：
０
０
～
２
１
：
０
０
 

※
三
級
審
査
 
平
成
２
７
年
４
月
２
６
日
合
格

 

 
成
田
浩
昭
殿

 

先
日
、
連
盟
会
員
最
年
長
の
下
谷
内
さ
ん
が
、
昨
年

1

1

月
末

ぶ
り
に
道
場
へ
顔
を
見
せ
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
話
を
聞
い
て

驚
き
ま
し
た
の
は
、
1

2

月
早
々
大
き
な
病
に
か
か
り
、
長
期

入
院
し
生
死
を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
に

も
耐
え
て
な
ん
と
か
退
院
し
、
数
日
前
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
し
て
い

ま
す
、
と
い
う
最
中
に
来
て
下
さ
っ
た
の
で
、
本
当
に
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
が
、
臨
死
体
験
を
さ
れ
た
と
い
う
話
を
聞
き
、
さ
ら

に
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
世
と
あ
の
世
と
の
境
目
、
三
途
の
川
を
見

ま
し
た
よ
、
と
言
う
の
で
す
。
し
か
し
わ
た
る
手
前
で
靴
下
が
脱

げ
て
は
き
直
し
て
い
る
う
ち
に
み
ん
な
と
は
ぐ
れ
、
渡
り
損

な
っ
た
為
に
、
気
づ
い
た
ら
奈
落
に
突
き
落
と
さ
れ
て
、
病
院
で

目
が
覚
め
た
、
と
い
う
話
を
、
リ
ア
ル
に
そ
し
て
面
白
お
か
し
く

話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
な
に
が
と
も
あ
れ
、
私
た
ち
は
無
事
に

戻
っ
て
来
て
頂
い
た
こ
と
に
安
堵
し
ま
し
た
。
舘
長
が
よ
く
言

う
『
坦
々
と
生
き
る
こ
と
』
で
あ
る
と
い
う
言
葉
通
り
、
大
き
な

病
気
や
怪
我
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
日
々
の
忙
し
さ
に
対
し
て
、

羨
ま
し
く
振
り
返
っ
て
し
ま
う
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
だ
と

し
た
ら
、
忙
し
さ
や
大
変
だ
と
思
っ
て
い
る
日
常
は
、
と
っ
て
も

贅
沢
な
悩
み
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
下
谷
内
さ
ん
、
成
田
さ
ん

が
い
つ
で
も
来
て
い
い
よ
う
に
と
毎
回
椅
子
を
出
し
て
待
っ
て

い
ま
す
！
！

 

ま
た
共
に
稽
古

 

を
や
り
た
い
で

 

す
よ
！
！

 

リ
ハ
ビ
リ
頑
張

 

っ
て
下
さ
い

 

 
！
！

 

 

三
鷹
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笠
置
師
範
 

場
所
 
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
 
北
野
小
学
校
体
育
館
 

練
習
日
時
 
毎
週
日
曜
日
 
 
９
：
０
０
～
１
２
：
０
０
 

先
日
、
今
年
の
空
手
大
会
に
向
け
た
ル
ー
ル
説
明
を
聞
く
為
、
審

判
講
習
会
に
参
加
す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
年
少

部
が
主
体
と
な
り
、
乱
取
り
を
具
体
的
に
見
な
が
ら
審
判
の
説

明
を
受
け
た
り
、
 

質
疑
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
一
昨
年
前
参
加
し
た
時

と
比
べ
て
、
あ
き
ら
か
に
レ
ベ
ル
が
違
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
年
少
部
の
子
達
の
乱
取
レ
ベ
ル
が
か
な
り
上
が
っ
て
い
た

の
で
、
見
て
い
て
『
ど
の
子
も
み
ん
な
、
本
当
に
上
手
だ
な
』
と
い

う
言
葉
を
発
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
個
別
に
話
し
た
他
の
先
生

方
が
言
う
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
か
な
り

細
か
い
面
で
ル
ー
ル
の
指
摘
や
改
正
を
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
、
戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
よ
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
そ
う
し
た
背
景
に
拠
り
、
向
上
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
、

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
力
強
さ
と
受
け
止
め
ま
し
た
。
そ
し

て
あ
る
部
分
で
羨
ま
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
私
達
も
ま
た
空
手

や
他
の
武
道
と
違
う
独
自
の
も
の
を
見
出
そ
う
と
歩
ん
で
き
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
て
客
観
的
に
他
団
体
の
指
導
す
る
場
面
に

出
向
い
て
見
る
と
、
他
も
時
代
と
共
に
変
わ
ろ
う
と
努
め
て
い

る
こ
と
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
楽
し
く

や
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
正
直
今
回
の
参
加

で
は
、
出
席
し
た
瀧
井
先
生
と
中
武
先
生
と
共
に
指
導
育
成
レ

ベ
ル
の
違
い
に
も
反
省
し
、
俯
い
た
ま
ま
会
場
か
ら
出
て
き
た

の
で
す
が
、
私
自
身
も
う
一
度
初
心
に
戻
り
、
我
々
の
団
体
が
、

み
ん
な
が
心
か
ら
楽
し
く
や
れ
た
時
代
、
周
囲
か
ら
よ
く
羨
ま

し
く
思
わ

 

れ
て
い
た

2

0

年

 

前
を
思
い
出
し
、
三

 

鷹
道
場
そ
し
て
連
盟

 

全
体
に
対
し
、
『
再
起

 

』
と
な
れ
る
よ
う
掛
け

 

て
い
き
た
い
と
思
っ

 

て
い
ま
す
。
 

和
菓
子
処
 
八
千
代
堂
 

本
 
 

店
 
合
羽
橋
通
り
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
4
1)

3
4
4
1
 

千
束
店
 
 

千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
7
2)

1
7
0
5
 

石
川
商
店
（
お
肉
屋
さ
ん
）
 

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３
（
初
代
会
長
の
お
店
）
 

 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

３
８
７
３)

４
７
２
０
 

瀧
井
商
店
（
す
だ
れ
）
 

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店
 

 

 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

 
３
８
３
１)

０
８
４
４
 

（有
）
カ
サ
ギ
電
気
工
業
（
電
気
工
事
、
設
計
）
 

世
田
谷
区
祖
師
谷
２
の
９
の
２
６
 

 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

３
４
８
４
）
６
２
８
２
 

有
）
油
屋
商
事
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
住
宅
設
備
）
 

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町
 

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

０
２
ー
９
２
７
４
ー
８
８
８
７)

 

城
北
道
場
 
中
武
師
範
 
及
川
師
範

 
舘
 

長

 
 

場
所
 
荒
川
区
東
尾
久
２
・
４
３
・
９

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤
土
小
学
校
体
育
館
 
３
Ｆ

 

練
習
日
時
 
毎
週
土
曜
日
１
２
：
０
０
～
１
５
：
０
０

 

※
二
級
審
査
 
平
成
２
７
年
４
月
２
５
日
合
格

 

 
鈴
木
隆
行
殿

 

近
頃
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
城
北
道
場
は
毎
週
土
曜
日
に
、
み
ん

な
で
一
汗
流
し
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。
練
習
の
時
は
足
元
の
窓
を

開
け
る
の
で
、
た
ま
に
涼
し
い
風
が
入
っ
て
来
ま
す
。
水
分
補
給
し
な
が

ら
練
習
し
て
い
ま
す
。
 

○
近
況
で
す
。
弐
段
の
中
島
さ
ん
は
、
鈴
木
さ
ん
の
一
級
の
試
験
科
目
を
、

武
道
の
先
輩
と
し
て
一
緒
に
練
習
し
て
お
り
ま
す
。
中
島
さ
ん
は
、
い
つ

の
間
に
か
ス
キ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。
頼
も
し
い
で
す
。
鈴
木

さ
ん
は
、
夏
の
合
同
練
習
会
で
初
段
を
目
指
す
為
、
熱
心
に
練
習
し
て
お

り
ま
す
。
突
き
・
蹴
り
・
受
け
の
形
が
良
い
感
じ
に
慣
れ
て
き
た
み
た

い
で
す
。
琉
加
君
は
、
四
級
の
科
目
練
習
・
乱
取
り
・
飛
び
蹴
り
等
を
練

習
し
て
い
ま
す
。
寸
止
め
乱
取
り
は
、
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

練
習
し
て
い
る
内
に
、
な
れ
て
く
る
と
思
う
の
で
頑
張
っ
て
行

 

き
ま
し
ょ
う
。
舘
長
は
、
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

 

や
り
過
ぎ
で
、
今
ひ
と
つ
調
子
が
悪
い
な
と
言
っ
て

 

い
ま
す
。
舘
長
に
よ
る
技
の
解
説
は
、
い
つ
も
目
か

 

ら
鱗
で
す
。
勉
強
に
な
り
ま
す
。
私
、
中
武
は
少
し

 

ず
つ
で
も
成
長
出
来
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
練
習
し

 

て
い
ま
す
。
道
場
の
練
習
で
汗
を
流
し
、
真
剣
に
取

 

り
組
み
な
が
ら
も
、
楽
し
い
と
思
え
る
武
道
で
あ

 

り
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
の
行
事
は
、
８
月

 

の
合
同
練
習
会
で
す
。
皆
さ
ん
暑
い
夏
を
乗
り
切
り

 

ま
し
ょ
う
。
 

袖
ヶ
浦
教
室
・
名
古
屋
教
室
 
 
及
川
師
範
 
 

 
連
絡
先
０
９
０
７
２
１
７
５
６
６
１
 

 
場
所
、
日
時
 
不
定
期
開
催
 
 

派
遣
事
業
；
我
孫
子
市
生
涯
学
習
出
前
講
座
；
 

【
人
に
優
し
く
、
力
を
技
で
の
「
気
合
せ
」
実
践
講
座
】
 

 
講
師
・
・
舘
長
 
 
 

 
補
助
・
・
中
野
助
手
補
（
東
葛
道
場
）
 

※
講
座
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 

講
師
挨
拶
・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介
、
護
身
と
は
、
武
道
と

は
何
か
ど
う
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
実
践
等
を
交
え
説

明
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
怪
我
の
無
い
よ
う
、

楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

①
ス
ト
レ
ッ
チ
・
・
 
 
 

②
基
本
の
突
き
、
蹴
り
・
・
ゆ
っ
く
り
と
太
極
拳
の
よ
う
に
、

指
先
足
先
か
ら
力
が
出
て
行
く
よ
う
に
。
 

防
御
策
 

③
払
い
技
・
・
接
触
点
を
中
心
に
、
円
を
描
く
よ
う
に
。
 

東葛道場の紹介をする、 
 
 
 
 
 

中野さん 


